
 

平成１８年度行財政改革概要 
１ 組織機構 
部の再編 ・保健福祉部を福祉部とこども保健部に分割再編 

・経済水産部を経済部と水産農林部に分割再編 

・都市建設部と港湾部を土木港湾部に統合再編 

 

課の新設・再編 ・生活福祉第１課と生活福祉第２課を生活福祉事務所に統合再編 

 

係の新設 ・介護高齢者福祉課介護予防担当の新設 

・生活福祉事務所第８担当の新設 

 

その他 ・共用バスのぞみ号の廃止 

・広域行政主幹の廃止 

・国勢調査主幹の廃止 

・市立保育園の延長保育実施（１８時３０分から１９時までの３０

分間。阿寒・音別地区除く。） 

・生活支援主幹の新設 

・生活福祉課地域生活支援体制の強化（嘱託職員の配置） 

・水産担当参事の廃止 

・除雪担当主幹の新設 

・音別保育所の開所時間を７時３０分から１８時３０分とする。 

（土曜日は８時３０分から１２時） 

 
 
２ 定数関係 
 減員    △５２人 

 増員     １４人 

 増減差引  △３８人 

 
 
３ 事務事業の見直し等 
 平成１８年度行財政改革見直し効果額（全部局）：３２９,４６９千円 


